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はじめに
このドキュメン トでは、 RSA Authentication Manager 6.1 の新機能と更新された機能、 報告

されている問題点、 その他の重要な情報について説明します。 このドキュ メン トはソフ ト
ウェアをインス トールする前にお読みください。

このドキュ メン トの内容は次のとおりです。

• 報告されている問題点

• サポート とサービス

この Readme は、 更新されることがあります。 最新情報が記載された Readme は、 RSA 
SecurCare Online https://knowledge.rsasecurity.com. において閲覧できます。

報告されている問題点

RSA RADIUS Server のサポートについて

RSA RADIUS Server 6.1 は、 HP または IBM AIX オペレーティング システムではサポート

されていません。 RSA RADIUS がサポート しているオペレーティング システムについては、

『RSA RADIUS Server 6.1Administrator’s Guide』 を参照して ください。 

RSA RADIUS Server 6.1 は、 クロス レルム認証をサポート していません。 cross-realm 
authentication.

ト ラ ッキング番号 : 19263

RSA RADIUS Server インストーラの -p オプシ ョ ンは動作しません。管理通信ポート と して 
TCP ポート 1813 （デフォルト） を使用して ください。

ト ラ ッキング番号 : 20188

レプリカ  RADIUS Server が新しいプライマリ となるように指定されると同時に管理者がプ

ライマリ  RADIUS Server 上で変更を行った場合、 変更した設定は元のプライマリで失われ

ます。
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対処法 : レルム内でレプリカを新しいプライマリ  RADIUS Server にすること と、 元のプラ

イマリでのすべての管理セッシ ョ ンは中断する必要があることを、 すべての管理者に通知
して ください。

RSA Authentication Manager をアンインストールしているとき、 RADIUS Server がアン

インストールできない。

ト ラ ッキング番号 : 19095

問題点 : UNIX と  LINUX プラッ ト フォームで、 プライマリ RADIUS Server が Replica 
Authentication Manager と同じマシンにある場合、 プライマリ  RADIUS Server は Replica 
Authentication Manager をアンインストールする際にアンインストールされません。 さら

に、 ユーザは Replica Authentication Manager をアンインストールした後、 プライマリ  
RADIUS Server に認証されな く なります。

対処法 : Replica Authentication Manager をアンインストールする前に、 次のいずれかの操

作を行って ください。

• レルムの一部としてレプリカ  RADIUS Server がある場合、 Replica Authentication 
Manager をアンインストールする前に、 レプリカ  RADIUS Server を元のプライマリ  
RADIUS Server の代わりに指定します。 詳し くは、 『RSA RADIUS Server 6.1 
Administrator's Guide.』 を参照して ください。

• 指定できるレプリカ  RADIUS Server がない場合、 Replica Authentication Manager を
アンインストールする前に、 異なるマシンにプライマリ  RADIUS Server を再インス
トールします。

RSA RADIUS Server Administration Data Field が更新されない。

ト ラ ッキング番号 : 20143

問題点 : レプリカ  RADIUS Server を追加する場合、 サーバの情報は RSA RADIUS Server 
Administration インターフェイスで更新されません。

対処法 : レプリカ  RADIUS Server を追加した後に ［Refresh］ をクリ ッ クします。 

コマンド  ラインでインストールした場合、 自動的に RSA RADIUS Server が開始する。

ト ラ ッキング番号 : 20104

問題点 : コマンド  ライン ユーティ リテ ィ を使用して RSA RADIUS Server をインス トール

すると、 インス トールが完了した時点で自動的に開始します。

対処法 : RSA RADIUS Server スタートアップ タイプを “Automatic” から  “Manual” に変更し

て ください。 

オフライン認証が無効の場合、 Windows パスワード情報が更新されない。

ト ラ ッキング番号 16941

問題点 : ［Enable Offline Authentication at system level］ チェ ッ クボックスがオフのと

き、 ユーザがローカル認証を実行すると、 ユーザのパスワードが Windows エージェン ト上

で更新されない場合があります。

対処法 : ローカルの Authentication Client コンピュータを再起動して ください。

オフラインの認証サービスポートを手動で変更する必要がある。
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ト ラ ッキング番号 : tst00041788

問題点 : システム レベルでオフライン認証を有効にした場合、 データベース ロード  ユー

ティ リテ ィはデフォルトでポート 5580 を使用します。 プライマリの認証サービス ポート

番号を変更すると、 新しいレプリカ  パッケージを作成してレプリカに送信され、 レプリカ

上のポート番号は変更されません。

対処法 : サードパーティ  サービスとの競合を避けるためにサービスのポート番号を変更す

るには、 プライマリ とすべてのレプリカ上で Configuration Management アプリケーシ ョ

ンを使用します。

Windows XP SP2 更新すると、 オフライン データをダウンロードするために必要なポート

が閉じる。

ト ラ ッキング番号 : 13413

問題点 : RSA Authentication Agent for Microsoft Windows を実行しているマシンを Windows 
XP SP2 にアップグレードすると、 Windows ファイアウォール が有効になり、 オフライン 
ログオン データをド メイン コン ト ローラと ド メイン クライアン トにダウンロードする際に

使用するポート番号 2334 と  2335 が閉じます。

対処法 : 次の操作を行って ください。

1. ［スタート］ > ［コン ト ロールパネル］ の順に選択します。

2. ［Windows ファイアウォール］ をクリ ックします。

3. ［例外］ タブをクリ ックします。

4. ［ポートの追加］ をクリ ックします。

5. ［ポートの追加］ ダイアログボックスで、 ［名前］ ボックスに 「sdoad」 と入力し、
ポート番号ボックスに 「2334」 （ド メ イン クライアン ト） または 「2335」 （ド メ イ
ン コン ト ローラ） を入力します。

6. ［TCP］ をク リ ックします。

7. ［OK］ をク リ ッ クします。

8. も う一度 ［OK］ をク リ ッ クします。

Automated Log Maintenance によってアーカイブ ファイルの作成に失敗する。

ト ラ ッキング番号 : 14472

問題点 :Automated Audit Log Maintenance を設定する際、 ログ アーカイブ ファイル名には

文字と番号のみが使用できます。 ファイル名に次の記号が含まれていないかどうかを確認
して ください ：

* “ < > |

RSA Authentication Manager は、 これらの記号も使用できますが、 アーカイブ ファイルを

作成することはできません。 

対処法 : 名前には文字と数字のみを使用して ください。

プライマリ名または IP アドレスを変更した後にデータベースをレプリケートできない。

ト ラ ッキング番号 : 14994

問題点 : プライマリの名前または IP アドレスを変更し、 Push DB-Assisted Recovery が有

効になっている場合、 レプリカはプライマリからの変更を受け付けません。
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対処法 : レプリカ  パッケージを生成してレプリカに手動で配信するか、 各レプリカ  システ

ムに 「ACE_ALLOW_TAKEOVER」 という環境変数を追加して値を 「1」 に設定します。 こ

の環境変数により、 プライマリ名または IP アドレスを変更した後にもレプリカはプライマ

リ と通信することができます。

アップグレードを行う と  apidemon.ini ファイルが削除される。

ト ラ ッキング番号 : 19805

問題点 : Windows マシンで Authentication Manager 6.0 を Authentication Manager 6.1 に
アップグレードすると、 Administration Toolkit と  Quick Admin の環境設定を含む 
apidemon.ini ファイルが削除されます。

対処法 : アップグレードを実行する前に、 apidemon.ini をプライマリまたはレプリカの

%SystemRoot%\system32\ にバックアップします。 アップグレードが完了した後、

%SystemRoot%\system32\ にバックアップした apidemon.ini ファイルを戻します。

ダンプ ファイルがすでにある場合、 sddump エラーが発生する。

ト ラ ッキング番号 : 21358

問題点 : Linux プラッ ト フォームで ACEPROG に sdserv.dmp または sdlog.dmp がすでにあ

る場合、 sddump エラーが発生します。 

対処法 : sddump を実行する前に、 ACEPROG から既存の sdserv.dmp または sdlog.dmp 
を削除します。 

一度発行したソフ トウェア トークンの割り当てを解除した後に、 再度ソフ トウェア トーク

ンを発行することができない。

問題点 : 一度 ［Issue Software Token］ を使用してユーザに割り当てたソフ トウェア トーク

ンに対し、 割り当てを解除すると、 その後別のユーザにソフ トウェア トークンを発行しよ

う と しても、 トークン レコードの 「Issued」 フラグが 「Yes」 となっているため、 発行でき

ません。 

対処法 : ［Token］ メニューの ［Revoke Software Tokens］ を実行して、 割り当てが解除

されたソフ トウェア トークンの 「Issued」 フラグを外して ください。 

マニュアルとヘルプについて

RSA Authentication Manager 6.1 Administration Toolkit Reference Guide

ト ラ ッキング番号 : 19533

209 ページの Sd_SetAgentHostRADIUSInfo の説明において 「default RADIUS Server 
Agent Host connection port is 1830」 とあります。 正しいデフォルト  ポートは 1813 です。 

RSA Authentication Manager 6.1 Administration ヘルプ

ト ラッキング番号 : 19900
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ヘルプ ト ピッ ク 「Getting Started with RSA Authentication Manager」 の 「Starting and 
Stopping the RSA Authentication Manager」 リンクは間違ったトピックと リンクしていま

す。 また、 この際開かれる 「Starting and Stopping the RSA RADIUS Server」 には古い情報

が含まれています。 次が正しい手順です。 

To start or stop RSA RADIUS Server processes on the Primary:

1. Click Start > Programs > RSA Security > RSA Authentication Manager Control 
Panel.

2. In the Control Panel menu, click Start & Stop RSA Authentication Manager 
Services.

3. To automatically start RSA RADIUS Server when you start the authentication engine, 
under Service Management, select Start and stop RADIUS Server together with 
authentication engine. Then, under Start Services
• To start all services, click Start All.
• To stop all services, click Stop All.

4. To start and stop just RSA RADIUS Server, under Service Management, make sure 
Start and stop RADIUS Server together with authentication engine is not 
selected. Then, under Start Services
• To start RSA RADIUS Server, click Start RADIUS.
• To stop RSA RADIUS Server, click Stop RADIUS.

サポート とサービス
RSA SecurCare Online: https://knowledge.rsasecurity.com

© 2006 RSA Security Inc. All rights reserved.
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